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Species of the genus Plectosphaerella are well known as a plant parasitic fungi in the world. 
Although several plant diseases caused by the genus have been found in Japan, taxonomic position 
of their pathogens to species level was not often discussed. The objective of this study was to know 
pathogenicity and taxonomy of the plant parasitic Plectosphaerella species based on detail 
morphological observation, multi-locus phylogenetic analyses and pathogenicity test. From our 
inoculation tests, six of nine unknown plant diseases caused by Plectosphaerella (Brassica 
campestris, Cucurbita moschata, Trichosanthes cucumerina, Solanum tuberosum, Mentha × 
piperita “orange” and Capsicum annuum var. annuum) were concluded as new diseases in Japan. 
Phylogenetic analysis using five loci (ITS，LSU，TEF，TUB and CAL) reveled that our 15 isolates 
were distinct from the all existed Plectosphaerella species, and 10 isolates among them did not 
agree well with any species based on detail morphological observation. Thus, 10 species were 
treated as new species. We also proposed a new identification key for 19 species of 
Plectosphaerella that included our newly discovered species. 
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１． 緒言 
Plectosphaerella 属菌は，世界中で草花や樹木に枯死や
斑点症状を引き起こす重要な植物病原菌として知られる．
形態的特徴が極めて乏しい本属菌は，歴史的に Fusarium
や Cylindrocarpon，Colletotrichum 属菌として同定され，
病害診断が困難な状況にあった．Carlucci et al. (2012) は
複数領域を用いた遺伝子解析により，本属菌の定義の変
更や複数の新種記載など整理を行い，新分類体系を提案
した．しかし、国内ではその新分類体系が十分に浸透し
ておらず，未だ同定・診断が困難な状況にある．  
そこで本研究は，日本国内で発生した罹病植物から
Plectosphaerella 属菌を分離し，それぞれの菌株が持つ病
原性や形態的特徴・遺伝データの収集を行うことで，新
たな本属菌の分類体系を再構築するとともに，簡易同定・
診断のための検索表を作成し，今後の病害防除の一助と
することを目的とした． 
 
２． 実験方法 
農業生物資源ジーンバンク（MAFF）で Plectosphaerella
属菌またはその不完全世代である Plectosporium 属菌と
して保存されている 28 菌株および，自身の野外調査で
分離した 18 菌株の計 46 菌株を試供した． 
 
（１）病理学的検討 
未だ病害報告がなされていない植物から分離された
Plectosphaerella 属菌を用いて，各分離源植物に対する病
原性再現試験を実施した．接種方法は胞子懸濁液を用い
た噴霧接種，または菌叢貼り付け接種を行い，接種区に
は無傷区と有傷区を設けた． 
 
（２）分類学的検討 
日本国内で分離された Plectosphaerella 属菌の分子系
統解析，形態観察および温度別菌叢生育試験を行い，既
知種と比較することで詳細な分類学的所属を検討した． 
 
（３）簡易同定・診断のための検索表の作成 
形態観察の結果をもとに，二者択一の選択を行いなが
ら種や属などを決定する検索表は，現在も多くの植物病
原菌に利用される簡易的同定法の 1 つである． 
本章では（1）および（2）で得た日本産 Plectosphaerella
属菌および世界で既に報告されているすべての種の病原
性や形態的特徴，生育特性などのデータを収集し，現存
する検索表を参考としながら国内外でも使用可能な最新
の検索表を作成した． 
 
３． 結果および考察 
（１）病理学的検討 
  2015～2018 年に収集した，7 科 9 属 9 種の罹病植物か
ら分離した菌株を用いてそれぞれの宿主への病原性再現
試験を行った．その結果，6 種の植物において病原性が
確認された（表 1）． 
 
表 1 病原性再現試験の結果 
宿主 – 和名 宿主 – 科名 症状 病原性
カブ アブラナ科 葉病斑 ○ 
ニホンカボチャ ウリ科 茎白斑 ○ 
ヘビウリ ウリ科 茎白斑 ○ 
ピーマン・シシトウ ナス科 葉病斑 ○ 
ジャガイモ ナス科 葉枯れ ○ 
オレンジミント シソ科 葉枯れ ○ 
カノコソウ オミナエシ科 萎凋 × 
ギシギシ タデ科 葉病斑 × 
バナナ バショウ科 果皮病斑 
葉病斑 
× 
× 
 
a ) ウリ科植物に発生した茎白斑および茎枯れ症状 
2016 年 10 月，東京都薬用植物園においてニホンカボ
チャ（品種：鹿ヶ谷）とヘビウリの茎や葉柄上に白斑症
状が発生した．病斑周辺や直下の組織は水浸状となり，
のちに茎割れや折れる症状を呈した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 症状および試験結果 
a-d : ニホンカボチャ（a : 果実，b : 茎の症状，c, d : 接種区），
e-h : ヘビウリ（e : 果実，f : 茎の症状，g, h : 接種区） 
（矢印は有傷部を示す） 
 
罹病部から分離された本属菌を用いて，健全な分離源
植物に接種試験を行った結果，有傷区において原病徴が
再現され，接種菌が再分離された．分子系統解析および
形態観察の結果，病原菌を P. sinensis （ニホンカボチャ
分離菌），P. cucumerina （ヘビウリ分離菌）と同定した． 
 
（２）分類学的検討 
5 領域（ITS，LSU，TEF，TUB および CAL）を用いた
系統樹を作製したところ，既存種とは別に，15 菌株が単
独のクレードを形成した（図 2）．このうち 10 菌株につ
いて，形態観察および温度別菌叢生育試験を行い，近縁
種と比較したところ，Plectosphaerella 属菌のいずれの既
知種とも一致しなかった．この結果は分子系統解析の結
果からも支持されたため，全て未知種であると考えられ
た（表 2）． 
 
a ) 未知種の例 Plectosphaerella sp.1 （カラー分離菌） 
2011 年，千葉県において湿地性カラーの‘アクアホワ
イト’（Zantedeschia aethiopica cv. Aqua White）の仏炎苞
および葉上に形成された斑点から Plectosphaerella 属菌
が高率で分離された．その後，本病害は
Plectosphaerella sp.による「カラー斑点病」として報告
されたものの，種は特定されていなかった（Usami et 
al., 2015）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 カラー斑点病の症状および分離菌の形態 
a, b : 仏炎苞および葉上の症状，c : PDA 培養菌叢， 
d : 分生子（矢印：１隔壁分生子），e : カラー（矢印部
位），f-h : 分生子形成細胞（g : アデロフィアライド，h : 
フィアライド）            
Bar scale : 10µm(d, f-h), 5µm(e) 
 
カラー分離菌の PDA 培地上の菌叢は気中菌糸が少な
く淡黄色，中心が薄いピンク色であった．菌叢の伸長速
度は同属菌の既知種と比べ，比較的遅く，暗黒条件下で
培養した直径は 53-58mm（22.5℃，14day）であった．
SNA 培地上の分生子形成細胞はフィアロ型で，主にモ
ノフィアライド，頂部はわずかに湾曲しており，カラー
（collarette）が明白に確認できた．フィアライドやアデ
ロファイアライドの先端には分生子が偽頭状に形成され
た．分生子は楕円形，隔壁は 0-1 隔壁であり，ほぼ無隔
壁分生子が優占していた．生育特性および形態観察の結
果，カラー分離菌は Plectosphaerella 属のどの既知種と
一致しなかった。分子系統解析，形態観察および温度別
菌叢生育試験の結果より，カラー斑点病の病原菌は
Plectosphaerella 属菌の未知種と結論付けた． 
 
（３）簡易同定・診断のための検索表の作成 
日本産 Plectosphaerella 属菌における病原性（宿主），
形態的特徴および生育特性に関するデータを既知種と比
較した．その結果，既知種 13 種と未知種と考えられる 6
種の計 19 種を判別することができる検索表（表 3）を作
成した． 
 
表 3 Plectosphaerella 属菌における検索表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本研究から，日本産植物寄生性 Plectosphaerella 属菌に
はまだ多くの未知種が存在し，多様な植物に被害を及ぼ
していることが明らかとなった．また遺伝的に既知種と
異なるが，形態的差が見られなかった菌株が存在した．
この菌株については今後データを収集し，詳細に比較・
分析を行っていきたい．将来，より正確で利用しやすい
診断方法の開発を行うためには，さらに様々な自然条件
下から Plectosphaerella 属菌を分離し，多くのデータを収
集する必要性がある．  
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Key to the species of Plectosphaerella 
図 2．rDNA-ITS, LSU, TEF, TUB および CAL におけるベイズ法を用いた系統樹 
＊：既知種とは異なるクレードを形成した菌株（15 菌株） 
 
 
表 2．遺伝的に既知種と異なる菌株一覧 
 
